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“学術の未来検討” 
~次世代を明るく、楽しく、力強くするための活動~

研究者のライフワークバランス
学術界全体での「ワーク過剰」こそ
が原因であるという立場を取り，業界
内でのワークの見直しに取り組む。
学協会の関係する問題の分析へ

学術のあり方に関する議論の準備
学術存続の危機に関する議論として、
特に学術の多様化と後継者育成問題に
関する議論を行う準備を開始した。特
に人文系での人材育成や社会との関わ
り方について検討を行う予定。

若手研究者のキャリアパス問題への取り組み
シンポジウムでの議論を通して、研究機関外での働き方についての情報や、 
学内キャリアセンターの大学院生への機能が不足していることが提起されたた
め、次アクションとしてこれらの情報収集・提供を行うことを検討している。

•課題の相談 
•学術への参画

•助言・解決策提案 
•学術での協働
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第24期日本学術会議若手アカデミー作成
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